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ローマの信徒への手紙12章15節

予 定

日 曜 備 考

6 水

11 月 休園

17 日

ビデオ上映後､
自由に観覧
　１３時・１3時４５分
　１４時30分　３回上映

22 金
年中さくら組

年少たんぽぽ組
休園

28 木
ひなまつりの準備のため、ランチ
を作ることができませんのでご了
承ください。

歯みがき指導

19 火

26 火

年　少（たんぽぽ組）

思いきり身体を動かして遊ぶ。

友だちとごっこあそびを楽しむ。

のげやまミュージアムに向けて活動し、
楽しみながら準備を進めていく。

曲にあわせて歌ったり、踊ったりする。

楽しく歌ったり、聴いたりする。

進級することへの期待を持ちはじめる。

春が準備をしていることを知る。

全員ランチなし　おにぎり持参

年長つくし組　卒園遠足

2　月　の　予　定

響き合う

神さまがくださった互いの賜物に気づき、より深い親しみと喜びを感じ
る。

ね が い

喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。

予 定

誕生会

友だちと思いを伝え合う中で、違いを受け入れたり、折り合いをつけた
りしながら協力する体験を重ねる。

今月のみ言葉のように、「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と
共に泣く」ということは容易なことではなく、難しいこ
とです。
人は嫉妬深く、心の中にゆがんだ心をもっているもので
す。自分よりも人が幸せであることに許せないと思う人
もいます。
自分が喜べる状況にある時はまだしも、自分が辛くて悲
しく、困難な状況にある時に、他者のことを心から一緒
に喜ぶことはなかなかできないのではないでしょうか…
喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣いてくださったイエ
スさまに倣い、他者と共感できる生き方をできるように
と願います。そして共感するだけでなく共に生きるもの
となりたいものです。私たちは目に見えない偉大な方に
支えられています。そのことを忘れず、イエスさまを思
い起こして、他者へ目を向けつつ、自分のことだけを考
えるのではなく、人の気持ちに気づくことができる心を
持っていきたいと思います。

友だちの喜びや悲しみに寄り添うようになる。

建国記念の日　

のげやまミュージアム展示

のげやまミュージアムに向けて活動し、た
くさんの人との関わりを深める。

小学校に対する期待を持ち、残りの幼稚園
生活を見通しをもって進める。

わからないことや不思議に思ったことを調
べる。

楽しく歌ったり、ことばの意味を考えなが
ら表現したりする。

寒くても戸外に出て身体を動かして遊ぶ。

友だちのがんばりや、良いところを認め
あったり、友だちの成功を喜ぶ。

春が準備をしていることを知る。

楽しく歌ったり、聴いたりする。

進級することへの期待を深める。

作り上げる喜びを味わう。

春が準備をしていることを知る。

みんなで一緒に活動することの楽しさを知る。

のげやまミュージアムに向けて活動し、楽しみな
がら準備を進めていく。

お客さんやお店やさんになって、対話や関わりを
楽しむ。

友だちとイメージを出し合って遊ぶ。

たくさんの本や紙芝居に親しむ。

友だちとのつながりを深める。

自然の営みの不思議さや美しさに気づく。

年中さくら組

友だち同士、お互いの考えを出し合い、受
け入れてあそびを深めていく。

年　長（あやめ組）

年少たんぽぽ組

自分の考えたこと、感じたことを身体やことばで
表現する。

一人ひとりが自分なりの目標を持ち、それ
に向かって最後までやりとげようとする。

思いきり身体を動かして遊ぶ。

年　中（さくら組）


